
区分 単位 1単位

科目名 時間数 30時間

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 演習

5 演習

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 演習

15 講義・試験

使用教科書・教材・参考書

新体系看護学全書　成人看護学①　成人看護学概論　成人保健　メヂカルフレンド社

国民衛生の動向　　　厚生労働統計協会

成績評価の方法

筆記試験　100％(6~8回目　20％　　その他　80％）

備考

6～8回目非常勤講師、その他専任教員　　　演習時は各クラス、その他は合同講義

1年次

専門分野

成人看護学概論

講師名 非常勤講師・専任教員 履修学年

成人保健：成人保健と性

成人各期における対象の特徴を理解し、健康の保持・増進の重要性、健康障害を持

つ成人とその家族に対する看護を学ぶ。

１．成人各期の特徴と発達課題が理解できる。

授業内容

学習内容

成人看護の対象の理解

・成人期の定義、成人の成長・発達

・ライフサイクルにおける成人期の位置づけ

１．成人期を理解するための視点

２．青年期について

壮年期・向老期について

・身体的特徴、心理・社会的特徴、健康問題成人各期の特徴と健康問題について（グループワーク）

成人各期の特徴と健康問題について（グループワーク発表）

成人保健：成人保健の動向と対策

成人保健：生活習慣病の予防

まとめ/試験

成人期における健康障害の特徴

成人期を看る視点について経過別看護：急性期　周術期

経過別看護：慢性期（セルフケア）

経過別看護：リハビリテーションを必要とする人の看護（生活の再構築）

経過別看護：終末期（人間の死・身近な人の死について考える）

経過別看護：事例を通して考える


